
 

加賀市では、今年度より、幼児教育の質向上事業として、北イタリアの自治体で生まれた教

育アプローチ、レッジョ・エミリア・アプローチからの学びを取り入れ、子どもたち一人ひとりの

創造性を引き出し、０歳から始まる学びのみらいを保障する保育・教育をめざして新たな取り

組みを進めています。 

今回は「創造性を育む保育・教育」の実現に向けた今年度の加賀市の取り組み、保育現場で

の実りを、実践事例を中心に報告いたします。また、基調講演では、こども家庭庁こども家庭審

議会 会長 秋田喜代美氏をお招きし、これからの時代の乳幼児期の学びのあり方や探究的な

学びの意義についてご講演いただきます。 

加賀市の保育のみらい、子どもたちの学びのみらいについて、子どもの姿を中心に、参加者

と共に考える機会としてぜひご参加ください。 

 

１ 日時 令和６年３月９日（土） 午後２時～５時 

 

２ 視聴方法 

① 会場  加賀市イノベーションセンター（かが交流プラザさくら 3階） 
 （会場ではドキュメンテーション、保育実践から生まれた子どもたちの表現を展示予定です） 

      ※会場での視聴は定員があります。 

② オンライン（ZOOM）配信 
 

３ プログラム概要（案） 

１ プロジェクト概要説明 

２ 実践事例報告（加陽保育園）  

３ 実践事例を中心としたオープンダイアローグ 
「加賀市の保育のみらい～保育・教育の実践を踏まえて～」 

（登壇者）  
秋田 喜代美 氏（こども家庭庁こども家庭審議会長/学習院大学 教授） 

松本 理寿輝 氏（まちの研究所株式会社 代表取締役） 

山岸 日登美 氏（まちの保育園・こども園 ペダゴジカルパートナー） 

島谷 千春 （加賀市教育長） 

 

４ 基調講演 「（仮）乳幼児期における探究的な学びの意義について」 

講師 ： 秋田 喜代美 氏 

 

 

問い合わせ 加賀市市民健康部 子育て支援課   TEL 0761-72-78５５ 

         

加賀市の保育のみらい 
～創造性をはぐくむ保育・教育 実践事例報告会～ 

参加申し込みはこちらから → 

【申込み期限 ３月５日(火)まで】 


